
























































































































































































生花 54.1 裁縫 44.5 茶の湯 22.2 料理 16.3 書道 12.6
出典）拙稿（2012b：77）より転載。































































































































































































































た全 346 名によって、「代表的趣味」としてあげられた上位 5 位の趣味は、
「ピ ア ノ」87 名（25.1%）、「長 唄」70 名（20.2%）、「日 本 舞 踊」22 名
（6.4%）、「音楽」19 名（5.5%）、「箏曲」19 名（5.5%）となっており、これ
に加え、プロフィールに経験として言及されている趣味も含めれば、上位
5 位 は、「ピ ア ノ」208 名（60.1%）、長 唄 139 名（40.2%）、箏 曲 64 名






















































































る一考察・その 2」『地域総合文化研究所紀要』第 10 巻、pp.1─24.
藤波ゆかり（2005）「箏曲教習の歴史的展開　通信講座、雑誌、ラジオによる啓発」
『音楽教育史研究』第 8 号、pp.37─46.




























Kajino Ena（2013）A Lost Opportunity for Tradition: The Violin in Early 
























































『年報社会学論集』第 21 号、pp. 95─106.
────（2011）「書物のなかの令嬢─『趣味大観』にみる昭和初期東京の音楽─」
『研究紀要』第 35 号、pp. 57─78.
鈴木幹子（2000）「大正・昭和初期における女性文化としての稽古事」青木保ほか
















小倉末子と閨秀音楽家たち」『神戸女学院大学論集』第 59 巻第 1 号、pp.121─
132.
────（2012b）「明治大正期の『婦人画報』（1905～1926）に見るピアニスト小
倉末子と閨秀音楽家たち」『神戸女学院大学論集』第 59 巻第 2 号、pp.169─182.
田甫圭三編（1981）『近代日本音楽教育史Ⅱ─唱歌教育の日本的展開』学文社、
pp.336─349.
Tanimura Reiko（2011）Practical Frivolities: The Study of Shamisen among 






















『近代日本文化論第 8 巻 女の文化』岩波書店、pp.123─140.
